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１．設備設計一級建築士の関与

（１）設備設計一級建築士の関与が必要となる場合

　階数が３以上で床面積の合計が5,000㎡を超える建築物の設備設計について、 設備

設計一級建築士の関与が必要となる。（建築士法（以下、「士法」という。）第20条の３）

　関与とは次のいずれかをいう。

①設備設計一級建築士が自ら設備設計を行う。この場合、設備設計一級建築士は、

設備設計図書に設備設計一級建築士である旨の表示を行う。

②設備設計一級建築士以外の一級建築士が行った設備設計について、設備設計一級

建築士が法適合確認（当該設備設計に係る建築物が、設備関係規定※に適合する

かどうかの確認）を行う。この場合において、設備設計一級建築士は、当該設備

設計に係る建築物が設備関係規定に適合することを確認したとき又は適合するこ

とを確認できないときは、当該設備設計図書にその旨を記載し、設備設計一級建

築士である旨の表示をして記名及び押印を行う。

※設備関係規定とは、以下の建築基準法（以下、「基準法」という。）の規定及

びこれらに基づく命令の規定をいう。

・第28条第３項

・第28条の２第三号（換気設備に係る部分に限る。）

・第32条から第34条まで

・第35条（消火栓、スプリンクラー、貯水槽その他の消火設備、排煙設備及

第Ⅰ編
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び非常用の照明装置に係る部分に限る。）

・第36条（消火設備、避雷設備及び給水、排水その他の配管設備の設置及び

構造並びに煙突及び昇降機の構造に係る部分に限る。）

　建築物の増築、改築、大規模の修繕・大規模の模様替（以下「増改築等」という。）

を行う場合にあっては、階数が３以上で床面積の合計が5,000㎡を超える規模の増改

築等を行う際に、設備設計を行った場合には、設備設計一級建築士の関与が必要とな

る。いわゆる改修工事で増改築等に該当しないものに係る設計については、設備設計

一級建築士の関与は不要である。

　設備設計一級建築士の関与が必要となる建築物の計画について、設備設計一級建築

士の関与が行われていない場合、建築主事は建築確認の申請を受理することができな

い （基準法第６条第３項）。

（２）「設備設計」の考え方

　士法上、「設備設計」 とは、 設備設計図書（基準法第２条第３号に規定する建築設

備の各階平面図及び構造詳細図その他の建築設備に関する設計図書で国土交通省令で

定めるもの）の設計（その者の責任において設計図書を作成すること）をいい（士法

第２条第６項）、設備設計図書の内容は、建築士法施行規則（以下、「士法施行規則」

という。）第１条第２項において、以下のとおり規定されている。

【設備設計図書】
設備設計一級建築士の
関与が必要となる建築物

設備設計図書 備考

階数が 3 以上で床面積の合計が
5,000㎡を超える建築物

基準法施行規則第１条の３第４
項の表１の各項の（い）欄に掲
げる建築設備の区分に応じそれ
ぞれ当該各項の（ろ）欄に掲げ
る図書のうち、設備関係規定が
適用される建築設備に係るもの

設備関係規定が適用される建築
設備に関し、建築確認申請時に
提出を行う図書
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（３）法適合確認の手順

　設備設計一級建築士の関与の対象となる建築物について、設備設計一級建築士が自

ら設備設計を行った場合には、一級建築士として行う記名・押印のほかに、設備設計

一級建築士である旨の表示を行わなければならない（士法第20条の３第１項）。

　設備設計一級建築士以外の一級建築士が、設備設計一級建築士の関与の対象となる

建築物の設備設計を行った場合は、設備設計一級建築士に法適合確認を求めなければ

ならない。この場合において、設備設計一級建築士は、当該設備設計図書に設備関係

規定に適合することを確認した旨又は適合することを確認できない旨を記載し、設備

設計一級建築士である旨の表示をして記名・押印を行わなければならない。

　具体的には、設備設計を行った一級建築士は、作成した設備設計図書を含め、下記

の図書及び書類を設備設計一級建築士に提出する。提出を受けた設備設計一級建築士

は、これらの図書を審査することにより、当該設備設計に係る建築物が設備関係規定

に適合するかを確認する。（士法第20条の３第２項、士法施行規則第17条の17の３第

１項）。

【法適合確認を求める際に設備設計一級建築士に提出を行う図書】
①設備設計図書（法適合確認を行った設備設計一級建築士が記名・押印を行う。）

・建築基準法施行規則第１条の３第４項の表１の各項の（い）欄に掲げる建築設

備の区分に応じそれぞれ当該各項の（ろ）欄に掲げる図書のうち、設備関係規

定が適用される建築設備に係るもの（前記（２）の表参照）

②審査のための図書・書類（法適合確認を行った設備設計一級建築士が記名・押印

を行う必要はない。）

・建築基準法施行規則第 2 条の 2 第 1 項の表に掲げる図書

・建築基準法施行規則第 1 条の 3 第 4 項の表 2 の各項の（い）欄に掲げる建築設

備の区分に応じそれぞれ当該各項の（ろ）欄に掲げる書類（設備関係規定に係

るものに限る。）
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　設備設計一級建築士は、当該設備設計に係る建築物が設備関係規定に適合すること

を確認したとき又は適合することを確認できないときは、当該設備設計図書にその旨

を記載し、設備設計一級建築士である旨の表示をして記名及び押印を行わなければな

らない（士法第20条の３第３項）。

（４）法適合確認を行った設備設計一級建築士の基準法・士法上の責任

　法適合確認を行う設備設計一級建築士は、原則として、その設備設計について、当

該確認を行う範囲内において、基準法上の設計者としての責任を負うこととなる（基

準法第２条第十七号）。

　具体的には、基準法に基づく以下のような規定の適用対象となり得る。

・	法適合確認に係る建築物が違反建築物であるとして特定行政庁が是正命令などを

行った場合、その氏名などを国土交通大臣に通知される（基準法第９条の３）。

・	法適合確認に係る建築物に関し、特定行政庁による報告聴取などの対象となる

（基準法第12条第５項及び第６項）。

・	法適合確認に係る建築物が違反建築物である場合、罰則の対象となる（基準法第

98条）。

　また、法適合確認は士法に基づく建築士の業務の一部であり、法適合確認を行った

設備設計一級建築士は、建築士として士法の規定の適用の対象となる。

（５）設備設計図書の変更の場合

　建築士が作成した設計図書の一部を変更した場合には、建築士は当該変更後にその

設計図書に再度記名・押印を要するが、設備設計一級建築士の関与が必要となる建築

物について、設備設計一級建築士の関与の下に設備設計が行われた後に設備設計図書

が変更された場合は、再度設備設計一級建築士の関与が必要となる（士法第20条の３）。

　この場合の法適合確認については、上記（３）の図書及び書類のうち、変更に係る

ものの審査により行うこととなる（士法施行規則第17条の17の３第２項）。
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２．設備設計一級建築士の関与義務規定の適用開始時期

　平成21年５月27日以降に設備設計一級建築士の関与の対象となる建築物の設備設計

を行った場合、設備設計一級建築士の関与が義務付けられ、設備設計一級建築士の関

与がない場合には、 建築確認の申請は受理されず、 工事の着工も禁止される（基準法

第５条の４第３項、第６条第３項）。

　ただし、平成21年５月26日以前に行った設備設計による建築物の計画については、

平成21年11月26日までの間は、当該規定は適用されないこととされている（建築士法

等の一部を改正する法律附則第４条）。平成21年５月26日以前に行われた設備設計に

ついて、平成21年11月26日までに設計の変更を行った場合についても同様である。

　なお、「平成21年５月26日以前に行った設計」とは、同日までに設計者が設計図書

を作成し、当該図書に記名・押印を行うことにより設計が完了されたものを指す。

　上記の経過措置の適用を受けようとする場合、確認申請書第２面の備考欄に、設計

を終えた日付を記入し、経過措置の対象であることを明記する必要がある。

【適用開始日・経過措置期間の考え方】

Ｈ21.5.26 以前に
確認申請された場合

Ｈ21.5.27～11.26 に確認申請された場合 Ｈ21.11.27 以降に確認申請された場合

◆Ｈ21.5.26 以前に当初設計が行われた場合

◆Ｈ21.5.27 以降に当初設計が行われた場合

Ｈ21.5.27 Ｈ21.11.27

関与不要 （＊1）

関与が必要

設計変更も含め 関与不要 （＊2）

◆設計時期、当初設計・設計変更の別に

関わらず 関与が必要

＊１、＊２の場合であっても、その後の設
計変更についてＨ21.11.27 以降に確認申
請された場合には、関与が必要となる。

確認申請の時期
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8

１．対象建築物・設計行為

Ｑ１	 増築、改築、大規模の修繕・大規模の模様替（以下、「増改築等」という。）の

場合に、設備設計一級建築士の関与が義務付けられるのはどのような場合です

か。

Ａ	 階数が３以上で床面積の合計が5,000㎡を超える規模の増築、改築、大規模の

修繕・大規模の模様替に係る設備設計を行った場合には、設備設計一級建築士

の関与が必要となります。

Ｑ２	 増改築等について設備設計一級建築士が関与する場合、関与が義務付けられる

のは増築等を行う部分のみでよいのでしょうか。既存部分も含めて設備設計一

級建築士の関与が必要となるのでしょうか。

Ａ	 設備設計一級建築士の関与が必要となる増築等を行う場合、一体のものとして

設備設計が行われる範囲について関与する必要があります。例えば、増築と同

時に既存部分の設備改修を行い、全体の設備を一体化する場合には、この全体

の設備設計について設備設計一級建築士の関与が必要となります。

２．法適合確認の業務内容・手続等

Ｑ３	 法適合確認の具体的な方法は定められているのでしょうか。

第Ⅱ編
法適合確認Ｑ＆Ａ
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Ａ	 設計の方法が各々の設計者に委ねられているのと同様に、法適合確認の具体的

な方法も各々の設備設計一級建築士に委ねられています。

Ｑ４	 設計図書の不整合についても法適合確認で見る義務がありますか。

Ａ	 設備設計一級建築士は、設備設計図書の範囲において図書間の整合も含め、法

適合性を確認することとなりますが、設計図書間の整合性を確保することは、

一義的には設計者の責任において行われるべきものです。

Ｑ５	 法適合確認において、建築設備に関する規定は全て確認の対象となりますか。

Ａ	 法適合確認の対象は建築士法第20条の３第２項に規定される設備関係規定（本

文P.2下段※記載。以下同じ。）及びこれらの規定に基づく命令の規定であり、

これに含まれない建築設備に関する規定は対象とはなりません。

Ｑ６	 法適合確認において、条例・指導要綱は確認の対象となりますか。

Ａ	 法適合確認の対象は建築士法第20条の３第２項に規定される建築基準法の規定

及びこれらの規定に基づく命令の規定であり、条例・指導要綱は含まれません。

Ｑ７	 法適合確認において、建築基準法以外の法令は確認の対象となりますか。

Ａ	 法適合確認の対象は建築士法第20条の３第２項に規定される建築基準法の規定

及びこれらの規定に基づく命令の規定であり、原則として建築基準法以外の法

令は含まれません。

	 ただし、電気設備に関する法令は、建築基準法第32条の規定により、法適合確

認の対象となります。

Ｑ８	 設備設計一級建築士の関与が必要な建築物の設備設計を、設備設計一級建築士

が自ら行った場合にも法適合確認は必要ですか。

Ａ	 法適合確認は不要です。なお、設備設計一級建築士の関与の対象となる建築物
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について、設備設計一級建築士が自ら設備設計を行った場合には、一級建築士

として行う記名・押印のほかに、設備設計一級建築士である旨の表示を行う必

要があります。

Ｑ９	 設計図書に「法適合確認」を行った設備設計一級建築士の記名・押印が必要に

なりますか。

Ａ	 設備設計一級建築士以外の一級建築士が、設備設計一級建築士の関与の対象と

なる建築物の設備設計を行った場合は、設備設計一級建築士に法適合確認を求

めなければなりません。この場合において、設備設計一級建築士は、当該設備

設計に係る建築物が設備関係規定に適合することを確認したとき又は適合する

ことを確認できないときは、当該設備設計図書にその旨を記載し、設備設計一

級建築士である旨の表示をして記名・押印を行う必要があります。

Ｑ10	法適合確認の過程で、不適合箇所を発見したなど、設備関係規定に適合するこ

とが確認できない場合は、どのようにすればよいでしょうか。

Ａ	 法適合確認を行った設備設計図書が設備関係規定に適合することを確認できな

いときは、当該設備設計図書にその旨を記載するとともに、設備設計一級建築

士である旨の表示をして記名・押印をすることとなります。

Ｑ11	建築確認において、建築主事の見解と法適合確認を行った設備設計一級建築士

の見解が異なった場合にはどのような扱いになりますか。

Ａ	 建築主事と設計者の関係と同様に、建築主事の判断によることとなります。

Ｑ12	法適合確認の過程で、設備設計一級建築士が設計内容の変更を提案したり、助

言することは、法適合確認の業務に含まれるのでしょうか。

Ａ	 「法適合確認」に、提案・助言を行うことは含まれません。
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法適合確認の業務内容・手続等

法
適
合
確
認
Ｑ
＆
Ａ

Ⅱ

Ｑ13	法適合確認が行われた設備設計図書の一部を変更し、当該変更に係る設計行為

を行った一級建築士が記名・押印を行った場合には、再度法適合確認が必要と

なりますか。

Ａ	 設備設計一級建築士以外の一級建築士が、法適合確認が行われた設備設計図書

の一部を変更し、当該設計変更に係る記名・押印を行った場合には、当該変更

に係る部分について再度法適合確認が必要となります。

	 設備設計一級建築士が、法適合確認が行われた設備設計図書の一部を変更した

場合には、再度法適合確認を行うことは不要ですが、当該設備設計一級建築士

は一級建築士としての記名・押印のほかに、設備設計一級建築士である旨の表

示を設備設計図書に行う必要があります。

Ｑ14	設備設計図書を変更した場合に再度法適合確認を行う設備設計一級建築士は、

最初の法適合確認を行った者と異なってもよいでしょうか。

Ａ	 問題ありません。

Ｑ15	法適合確認を行った設備設計一級建築士は、建築基準法・建築士法上どのよう

な責任を負うことになりますか。

Ａ	 法適合確認を行った設備設計一級建築士は、原則として、その設備設計につい

て、当該確認を行う範囲内において、建築基準法上の設計者としての責任を負

うこととなります。また、法適合確認は建築士法に基づく建築士の業務の一部

であり、法適合確認を行った設備設計一級建築士は、建築士として建築士法の

規定の適用の対象となります。

Ｑ16	法適合確認について、設備の分野ごとに複数の設備設計一級建築士に依頼する

ことは可能ですか。

Ａ	 設備設計図書を分割して、複数の設備設計一級建築士に法適合確認を依頼する

ことは可能です。この場合、法適合確認を行った設備設計一級建築士は、自身
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第Ⅱ編　法適合確認Ｑ＆Ａ

が法適合確認を行った範囲を明確にした上で、設備設計一級建築士である旨の

表示をして記名・押印を行うことが必要です。

Ｑ17	法適合確認を行う際に、設備設計一級建築士が建築設備士に意見を聴くことは

可能ですか。

Ａ	 設備設計一級建築士が法適合確認を行う際に、専門分野の補完等の観点から建

築設備士の意見を聴くことは、望ましいものであると考えられます。

３．その他

Ｑ18	関与の対象となる建築物であるにもかかわらず、設備設計一級建築士が関与し

なかった場合はどうなりますか。

Ａ	 当該建築物に係る建築確認申請については、建築主事等は申請を受理しません。

Ｑ19	関与の対象となる建築物については、設備設計のみならず、工事監理において

も、設備設計一級建築士の関与が必要なのでしょうか。

Ａ	 工事監理においては、設備設計一級建築士の関与は不要です。

Ｑ20	建築基準法の規定が準用される工作物について、設備設計一級建築士は関与す

る必要がありますか。

Ａ	 建築基準法第88条の規定により建築物に関する規定が準用される工作物につい

ては、設備設計一級建築士の関与は不要です。

Ｑ21	設備設計一級建築士が法適合確認のみを業務として行う場合は、建築士事務所

の登録は必要ですか。

Ａ	 建築士法第21条において、設備設計一級建築士による法適合確認は「設計」に

含まれることとされており、これは、建築士事務所の登録が必要となる場合を

定めた同法第２３条における「設計」についても同様です。すなわち、設備設
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法
適
合
確
認
Ｑ
＆
Ａ

Ⅱ

その他

計一級建築士又はこれを使用する者は、「他人の求めに応じ報酬を得て」法適

合確認を「業として」行おうとするときは、建築士事務所の登録を受けること

が必要となります。

Ｑ22	法適合確認を行う建築士を重要事項説明書に記載する必要がありますか。

Ａ	 法定事項ではありませんが、重要事項説明書に記載を行うことは可能です。法

適合確認を行う設備設計一級建築士が業務開始後に決定する場合には、説明を

行う段階で想定される委託先を記載し、決定次第建築主に対して通知すること

が考えられます。



参考資料１

建築士法第２０条の３第２項に定める

「設備関係規定」
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参考資料１　建築士法第２０条の３第２項に定める「設備関係規定」

参考資料１
建築士法第２０条の３第２項に定める

「設備関係規定」
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建
築
士
法
第
20
条
の
３
第
２
項

に
定
め
る
「
設
備
関
係
規
定
」

参考資料１

建
築
基
準
法

建
築
基
準
法
施
行
令
等

（
法
令
名
称
な
し
は
建
築
基
準
法
施
行
令
を
示
す
。）

建
設
（
国
土
交
通
）
大
臣
告
示
等

建
築
基
準
法
第
２８
条
第
３
項

（
居

室
の

採
光

及
び

換
気

）
第
２０
条
の
２（

換
気

設
備

の
技

術
的

基
準

）
第
１２
９
条
の
２
の
６（

換
気

設
備

）

第
２０
条
の
３（

火
を

使
用

す
る

室
に

設
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

換
気

設
備

等
）

昭
和
45
年
建
設
省
告
示
第
18
26
号

（
換

気
設

備
の

構
造

方
法

を
定

め
る

件
）

昭
和
45
年
建
設
省
告
示
第
18
32
号

（
中

央
管

理
方

式
の

空
気

調
和

設
備

の
構

造
方

法
を

定
め

る
件

）
昭
和
45
年
建
設
省
告
示
第
18
26
号

（
換

気
設

備
の

構
造

方
法

を
定

め
る

件
） 

建
築
基
準
法
第
２８
条
の
２
第
三
号

（
換

気
設

備
に

係
る

部
分

に
限

る
。）

（
石

綿
そ

の
他

の
物

質
の

飛
散

又
は

発
散

に
対

す
る

衛
生

上
の

措
置

）

第
２０
条
の
８（

居
室

を
有

す
る

建
築

物
の

換
気

設
備

に
つ

い
て

の
ホ

ル
ム

ア
ル

デ
ヒ

ド
に

関
す

る
技

術
的

基
準

） 

第
１２
９
条
の
２
の
６
第
２
項

（
換

気
設

備
）

第
１２
９
条
の
２
の
６
第
３
項

（
換

気
設

備
）

第
２０
条
の
９（

居
室

を
有

す
る

建
築

物
の

ホ
ル

ム
ア

ル
デ

ヒ
ド

に
関

す
る

技
術

的
基

準
の

特
例

）

平
成
１５
年
国
土
交
通
省
告
示
第
２７
３
号

（
ホ

ル
ム

ア
ル

デ
ヒ

ド
の

発
散

に
よ

る
衛

生
上

の
支

障
が

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
に

必
要

な
換

気
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
る

居
室

の
構

造
方

法
を

定
め

る
件

）
平
成
１５
年
国
土
交
通
省
告
示
第
２７
４
号

（
ホ

ル
ム

ア
ル

デ
ヒ

ド
の

発
散

に
よ

る
衛

生
上

の
支

障
が

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
に

必
要

な
換

気
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
る

換
気

設
備

の
構

造
方

法
を

定
め

る
件

） 
昭
和
４５
年
建
設
省
告
示
第
１８
３２
号

（
中

央
管

理
方

式
の

空
気

調
和

設
備

の
構

造
方

法
を

定
め

る
件

）

建
築
基
準
法
第
３２
条

（
電

気
設

備
）

法
律

又
は

こ
れ

に
基

づ
く

命
令

の
規

定
で

電
気

工
作

物
に

係
る

建
築

物
の

安
全

及
び

防
火

に
関

す
る

も
の

─
─

─

建
築
基
準
法
第
３３
条

（
避

雷
設

備
）

※
第

３６
条

参
照

─
─

─
─

─
─

建
築
基
準
法
第
３４
条

（
昇

降
機

）
※

第
３６

条
参

照
第
１２
９
条
の
１３
の
２（

非
常

用
の

昇
降

機
の

設
置

を
要

し
な

い
建

築
物

）
昭
和
４８
年
建
設
省
告
示
第
２５
６３
号

（
防

火
区

画
に

用
い

る
防

火
設

備
等

の
構

造
方

法
を

定
め

る
件

）

参
考
資
料
１
　
建
築
士
法
第
２
０
条
の
３
第
２
項
に
定
め
る
「
設
備
関
係
規
定
」

（
平

成
２

１
年

４
月

１
日

現
在

の
法

令
に

よ
る

）
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参考資料１　建築士法第２０条の３第２項に定める「設備関係規定」
建
築
基
準
法

建
築
基
準
法
施
行
令
等

（
法
令
名
称
な
し
は
建
築
基
準
法
施
行
令
を
示
す
。）

建
設
（
国
土
交
通
）
大
臣
告
示
等

建
築
基
準
法
第
３５
条

（
消

火
栓

、
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

、
貯

水
槽

そ
の

他
の

消
火

設
備

、
排

煙
設

備
及

び
非

常
用

の
照

明
装

置
に

係
る

部
分

に
限

る
。）

第
１２
６
条
の
２（

排
煙

設
備

の
設

置
）

第
１２
６
条
の
３（

排
煙

設
備

の
構

造
）

昭
和
４８
年
建
設
省
告
示
第
２５
６４
号

（
防

火
区

画
に

用
い

る
遮

煙
性

能
を

有
す

る
防

火
設

備
の

構
造

方
法

を
定

め
る

件
）

平
成
１２
年
建
設
省
告
示
第
１４
３６
号

（
火

災
が

発
生

し
た

場
合

に
避

難
上

支
障

の
あ

る
高

さ
ま

で
煙

又
は

ガ
ス

の
降

下
が

生
じ

な
い

建
築

物
の

部
分

を
定

め
る

件
）

昭
和
４５
年
建
設
省
告
示
第
１８
２９
号

（
火

災
時

に
生

ず
る

煙
を

有
効

に
排

出
す

る
こ

と
が

で
き

る
排

煙
設

備
の

構
造

方
法

を
定

め
る

件
）

平
成
１２
年
建
設
省
告
示
第
１４
３７
号

（
通

常
の

火
災

時
に

生
ず

る
煙

を
有

効
に

排
出

す
る

こ
と

が
で

き
る

特
殊

な
構

造
の

排
煙

設
備

の
構

造
方

法
を

定
め

る
件

）

第
１２
６
条
の
４（

非
常

用
の

照
明

装
置

の
設

置
）

第
１２
６
条
の
５（

非
常

用
の

照
明

装
置

の
構

造
）

平
成
１２
年
建
設
省
告
示
第
１４
１１
号

（
非

常
用

の
照

明
装

置
を

設
け

る
こ

と
を

要
し

な
い

避
難

階
又

は
避

難
階

の
直

上
階

若
し

く
は

直
下

階
の

居
室

で
避

難
上

支
障

が
な

い
も

の
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
も

の
を

定
め

る
件

）
昭
和
４５
年
建
設
省
告
示
第
１８
３０
号（

非
常

用
の

照
明

装
置

の
構

造
方

法
を

定
め

る
件

）

建
築
基
準
法
第
３６
条

（
消

火
設

備
、

避
雷

設
備

及
び

給
水

、
排

水
そ

の
他

の
配

管
設

備
の

設
置

及
び

構
造

並
び

に
煙

突
及

び
昇

降
機

の
構

造
に

係
る

部
分

に
限

る
。）

第
１１
５
条

（
建

築
物

に
設

け
る

煙
突

）
昭
和
56
年
建
設
省
告
示
第
10
98
号

（
建

築
基

準
法

施
行

令
第

１
１

５
条

第
１

項
第

一
号

か
ら

第
三

号
ま

で
の

規
定

を
適

用
し

な
い

こ
と

に
つ

き
防

火
上

支
障

が
な

い
煙

突
の

基
準

を
定

め
る

件
）

昭
和
56
年
建
設
省
告
示
第
11
12
号

（
ボ

イ
ラ

ー
の

燃
料

消
費

量
、

煙
道

接
続

口
の

中
心

か
ら

頂
部

ま
で

の
高

さ
の

基
準

等
）

平
成
16
年
国
土
交
通
省
告
示
第
11
68
号

（
煙

突
の

上
又

は
周

囲
に

た
ま

る
ほ

こ
り

を
煙

突
内

の
廃

ガ
ス

そ
の

他
の

生
成

物
の

熱
に

よ
り

燃
焼

さ
せ

な
い

煙
突

の
小

屋
裏

、
天

井
裏

、
床

裏
等

に
あ

る
部

分
の

構
造

方
法

を
定

め
る

件
）

第
１２
９
条
の
２
の
５（

給
水

、
排

水
そ

の
他

の
配

管
設

備
の

設
置

及
び

構
造

）
昭
和
50
年
建
設
省
告
示
第
15
97
号

（
建

築
物

に
設

け
る

飲
料

水
の

配
管

設
備

及
び

排
水

の
た

め
の

配
管

設
備

の
構

造
方

法
を

定
め

る
件

）
昭
和
56
年
建
設
省
告
示
第
10
99
号

（
３

階
以

上
の

階
を

共
同

住
宅

の
用

途
に

供
す

る
建

築
物

の
住

戸
に

設
け

る
ガ

ス
の

配
管

設
備

の
基

準
）

平
成
12
年
建
設
省
告
示
第
13
90
号

（
建

築
物

に
設

け
る

飲
料

水
の

配
管

設
備

の
構

造
方

法
を

定
め

る
件

）
平
成
12
年
建
設
省
告
示
第
14
12
号

（
建

築
物

に
設

け
る

換
気

、
暖

房
又

は
冷

房
の

設
備

の
風

道
及

び
ダ

ス
ト

シ
ュ

ー
ト

、
メ

ー
ル

シ
ュ

ー
ト

、
リ

ネ
ン

シ
ュ

ー
ト

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の

の
設

置
に

関
し

て
防

火
上

支
障

が
な

い
部

分
を

定
め

る
件

）
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建
築
士
法
第
20
条
の
３
第
２
項

に
定
め
る
「
設
備
関
係
規
定
」

参考資料１

建
築
基
準
法

建
築
基
準
法
施
行
令
等

（
法
令
名
称
な
し
は
建
築
基
準
法
施
行
令
を
示
す
。）

建
設
（
国
土
交
通
）
大
臣
告
示
等

（
前

に
続

く
）

（
前

に
続

く
）

第
１２
９
条
の
２
の
６（

換
気

設
備

）

第
１２
９
条
の
２
の
７（

冷
却

塔
設

備
）

平
成
12
年
建
設
省
告
示
第
14
22
号

（
準

耐
火

構
造

の
防

火
区

画
等

を
貫

通
す

る
給

水
管

、
配

電
管

そ
の

他
の

管
の

外
径

を
定

め
る

件
）

平
成
17
年
国
土
交
通
省
告
示
第
57
0
号

（
昇

降
機

の
昇

降
路

内
に

設
け

る
こ

と
が

で
き

る
配

管
設

備
の

構
造

方
法

を
定

め
る

件
）

昭
和
45
年
建
設
省
告
示
第
18
32
号

（
中

央
管

理
方

式
の

空
気

調
和

設
備

の
構

造
方

法
を

定
め

る
件

）
昭
和
40
年
建
設
省
告
示
第
34
11
号

（
地

階
を

除
く

階
数

が
１

１
以

上
で

あ
る

建
築

物
の

屋
上

に
設

け
る

冷
却

塔
設

備
の

防
火

上
支

障
の

な
い

構
造

方
法

、
建

築
物

の
他

の
部

分
ま

で
の

距
離

及
び

建
築

物
の

他
の

部
分

の
温

度
を

定
め

る
件

）

第
１２
９
条
の
３（

昇
降

機
の

適
用

の
範

囲
） 

平
成
１２
年
建
設
省
告
示
第
１４
１３
号

（
特

殊
な

構
造

又
は

使
用

形
態

の
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
及

び
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
構

造
方

法
を

定
め

る
件

）

第
１２
９
条
の
４（

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
構

造
上

主
要

な
部

分
）

平
成
１２
年
建
設
省
告
示
第
１４
１４
号

（
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
強

度
検

証
法

の
対

象
と

な
る

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
強

度
検

証
法

及
び

屋
外

に
設

け
る

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

に
関

す
る

構
造

計
算

の
基

準
を

定
め

る
件

）

第
１２
９
条
の
５（

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
荷

重
） 

平
成
１２
年
建
設
省
告
示
第
１４
１５
号

（
用

途
が

特
殊

な
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
及

び
当

該
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
の

か
ご

の
積

載
荷

重
を

定
め

る
件

）

第
１２
９
条
の
６（

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
か

ご
の

構
造

） 
平
成
１２
年
建
設
省
告
示
第
１４
１６
号

（
防

火
上

支
障

の
な

い
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
の

か
ご

及
び

昇
降

路
並

び
に

小
荷

物
専

用
昇

降
機

の
昇

降
路

を
定

め
る

件
）

第
１２
９
条
の
７（

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
昇

降
路

の
構

造
）

平
成
１２
年
建
設
省
告
示
第
１４
１６
号

（
防

火
上

支
障

の
な

い
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
の

か
ご

及
び

昇
降

路
並

び
に

小
荷

物
専

用
昇

降
機

の
昇

降
路

を
定

め
る

件
）

第
１２
９
条
の
８（

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
駆

動
装

置
及

び
制

御
器

）
平
成
１２
年
建
設
省
告
示
第
１４
２９
号

（
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
の

制
御

器
の

構
造

方
法

を
定

め
る

件
）

第
１２
９
条
の
９（

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
機

械
室

） 
─

─
─

第
１２
９
条
の
１０

（
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
の

安
全

装
置

）
平
成
１２
年
建
設
省
告
示
第
１４
２３
号

（
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
の

制
動

装
置

の
構

造
方

法
を

定
め

る
件

）

第
１２
９
条
の
１１

（
適

用
の

除
外

）
─

─
─
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参考資料１　建築士法第２０条の３第２項に定める「設備関係規定」
建
築
基
準
法

建
築
基
準
法
施
行
令
等

（
法
令
名
称
な
し
は
建
築
基
準
法
施
行
令
を
示
す
。）

建
設
（
国
土
交
通
）
大
臣
告
示
等

（
前

に
続

く
）

第
１２
９
条
の
１２

（
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
構

造
）

平
成
１２
年
建
設
省
告
示
第
１４
１７
号

（
通

常
の

使
用

状
態

に
お

い
て

人
又

は
物

が
挟

ま
れ

、
又

は
障

害
物

に
衝

突
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

に
し

た
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
構

造
及

び
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
勾

配
に

応
じ

た
踏

段
の

定
格

速
度

を
定

め
る

件
）

平
成
１２
年
建
設
省
告
示
第
１４
１８
号

（
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

強
度

検
証

法
の

対
象

と
な

る
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

及
び

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
の

強
度

検
証

法
を

定
め

る
件

）
平
成
１２
年
建
設
省
告
示
第
１４
２４
号

（
エ

ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
制

動
装

置
の

構
造

方
法

を
定

め
る

件
）

第
１２
９
条
の
１３

（
小

荷
物

専
用

昇
降

機
の

構
造

）
平
成
１２
年
建
設
省
告
示
第
１４
１６
号

（
防

火
上

支
障

の
な

い
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
の

か
ご

及
び

昇
降

路
並

び
に

小
荷

物
専

用
昇

降
機

の
昇

降
路

を
定

め
る

件
）

第
１２
９
条
の
１３
の
３（

非
常

用
の

昇
降

機
の

設
置

及
び

構
造

）
昭
和
４５
年
建
設
省
告
示
第
１８
３３
号

（
非

常
用

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
乗

降
ロ

ビ
ー

に
設

け
る

外
気

に
向

か
っ

て
開

く
こ

と
の

で
き

る
窓

及
び

排
煙

設
備

の
構

造
方

法
を

定
め

る
件

）
昭
和
４６
年
建
設
省
告
示
第
１１
２
号

（
非

常
用

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
か

ご
及

び
そ

の
出

入
口

の
寸

法
並

び
に

か
ご

の
積

載
荷

重
の

数
値

を
定

め
る

日
本

工
業

規
格

を
指

定
）

平
成
１２
年
建
設
省
告
示
第
１４
２８
号

（
非

常
用

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

の
機

能
を

確
保

す
る

た
め

に
必

要
な

構
造

方
法

を
定

め
る

件
）

第
１２
９
条
の
１４

（
避

雷
設

備
の

設
置

）
第
１２
９
条
の
１５

（
避

雷
設

備
の

構
造

）
平
成
１２
年
建
設
省
告
示
第
１４
２５
号

（
雷

撃
に

よ
っ

て
生

ず
る

電
流

を
建

築
物

に
被

害
を

及
ぼ

す
こ

と
な

く
安

全
に

地
中

に
流

す
こ

と
が

で
き

る
避

雷
設

備
の

構
造

方
法

を
定

め
る

件
）



参考資料２

「設備関係規定」に関する

法適合確認チェックリスト（例）
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参考資料２　「設備関係規定」に関する法適合確認チェックリスト（例）

参考資料２
「設備関係規定」に関する

法適合確認チェックリスト（例）

［チェックリストについて］
・�　設備設計一級建築士以外の一級建築士が設備設計を行い、設備設計一級建築士が法適合確認を
行う際の参考として、設備関係規定の設備設計図書とこれに明示すべき事項に係るチェックリス
トを例示したものである。

［記入欄の活用方法について］
・　記入欄については、
　①　設計者（設備設計を行った設備設計一級建築士以外の一級建築士）のチェック欄（記入欄 1）
　②　法適合確認を行う設備設計一級建築士のチェック欄（記入欄 2）
　③　法適合確認を行う際に意見を述べた建築設備士のチェック欄（記入欄 3）
　�として使用することを想定し、３つの記入欄を設けているが、個別の事案に即して欄を拡充する
など、適宜、加工して使用することが考えられる。
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「
設
備
関
係
規
定
」
に
関
す
る
法

適
合
確
認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト（
例
）

参考資料２

Ⅰ
．

建
築

基
準

法
第

２
８

条
第

３
項

設
備

関
係

規
定

及
び

 
該

当
建

築
設

備
図

書
の

種
類

明
示

す
べ

き
事

項
記

入
欄 1

記
入

欄 2
記

入
欄 3

法
第
28
条
第
2
項
か
ら
第

4
項
ま
で
の
規
定
が
適
用
さ

れ
る
換
気
設
備

各
階
平
面
図

居
室
に
設
け
る
換
気
の
た
め
の
窓
そ
の
他
の
開
口

部
の
位
置
及
び
面
積

給
気
機
又
は
給
気
口
の
位
置

排
気
機
若
し
く
は
排
気
口
、
排
気
筒
又
は
煙
突
の

位
置

か
ま
ど
、
こ
ん
ろ
そ
の
他
設
備
器
具
の
位
置
、
種

別
及
び
発
熱
量

火
を
使
用
す
る
室
に
関
す
る
換
気
経
路

中
央
管
理
室
の
位
置

二
面
以
上
の
断
面

図
給
気
機
又
は
給
気
口
の
位
置

排
気
機
若
し
く
は
排
気
口
、
排
気
筒
又
は
煙
突
の

位
置

換
気
設
備
の
仕
様

書
換
気
設
備
の
有
効
換
気
量

中
央
管
理
方
式
の
空
気
調
和
設
備
の
有
効
換
気
量

換
気
設
備
の
構
造

詳
細
図

火
を
使
用
す
る
設
備
又
は
器
具
の
近
く
の
排
気
フ

ー
ド
の
材
料
の
種
別

給
気
口
及
び
排
気

口
の
有
効
開
口
面

積
等
を
算
出
し
た

際
の
計
算
書

給
気
口
の
有
効
開
口
面
積
又
は
給
気
筒
の
有
効
断

面
積
及
び
そ
の
算
出
方
法

排
気
口
の
有
効
開
口
面
積
又
は
排
気
筒
の
有
効
断

面
積
及
び
そ
の
算
出
方
法

煙
突
の
有
効
断
面
積
及
び
そ
の
算
出
方
法

給
気
口
の
中
心
か
ら
排
気
筒
の
頂
部
の
外
気
に
開

放
さ
れ
た
部
分
の
中
心
ま
で
の
高
さ

Ⅱ
．

建
築

基
準

法
第

２
８

条
の

２
第

三
号
（
換
気
設
備
に
係
る
部
分
に
限
る
。）

設
備

関
係

規
定

及
び

 
該

当
建

築
設

備
図

書
の

種
類

明
示

す
べ

き
事

項
記

入
欄 1

記
入

欄 2
記

入
欄 3

法
第
28
条
の
2
第
三
号
の

規
定
が
適
用
さ
れ
る
換
気

設
備

各
階
平
面
図

中
央
管
理
室
の
位
置

令
第
20
条
の
7
第
1
項
第
二
号
の
表
及
び
令
第

20
条
の
8
第
2
項
に
規
定
す
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

ヒ
ド
の
発
散
に
よ
る
衛
生
上
の
支
障
が
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
必
要
な
換
気
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
る
居
室
の
構
造
方
法

換
気
設
備
の
構
造

詳
細
図

令
第
20
条
の
7
第
1
項
第
二
号
の
表
及
び
令
第

20
条
の
8
第
2
項
に
規
定
す
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

ヒ
ド
の
発
散
に
よ
る
衛
生
上
の
支
障
が
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
必
要
な
換
気
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
る
居
室
の
構
造
方
法

令
第
20
条
の
8
第
1
項
第
一
号
イ（
３
）、
ロ（
３
）

及
び
ハ
に
規
定
す
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
発
散

に
よ
る
衛
生
上
の
支
障
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
必
要
な
換
気
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
換
気

設
備
の
構
造
方
法

給
気
機
又
は
排
気

機
の
給
気
又
は
排

気
能
力
を
算
定
し

た
際
の
計
算
書

給
気
機
又
は
排
気
機
の
給
気
又
は
排
気
能
力
及
び

そ
の
算
出
方
法

換
気
経
路
の
全
圧
力
損
失
（
直
管
部
損
失
、
局
部

損
失
、
諸
機
器
そ
の
他
に
お
け
る
圧
力
損
失
の
合

計
を
い
う
。）
及
び
そ
の
算
出
方
法

Ⅲ
．

建
築

基
準

法
第

３
２

条
設

備
関

係
規

定
及

び
 

該
当

建
築

設
備

図
書

の
種

類
明

示
す

べ
き

事
項

記
入

欄 1
記

入
欄 2

記
入

欄 3

法
第
32
条
の
規
定
が
適
用

さ
れ
る
電
気
設
備

各
階
平
面
図

常
用
の
電
源
及
び
予
備
電
源
の
種
類
及
び
位
置

非
常
用
の
照
明
装
置
及
び
予
備
電
源
を
有
す
る
照

明
設
備
の
位
置

電
気
設
備
の
構
造

詳
細
図

受
電
設
備
の
電
気
配
線
の
状
況

常
用
の
電
源
及
び
予
備
電
源
の
種
類
及
び
構
造

予
備
電
源
に
係
る
負
荷
機
器
の
電
気
配
線
の
状
況

予
備
電
源
の
容
量
及
び
そ
の
算
出
方
法

ガ
ス
漏
れ
を
検
知
し
、警
報
す
る
設
備
（
以
下
「
ガ

ス
漏
れ
警
報
設
備
」
と
い
う
。）
に
係
る
電
気
配

線
の
構
造
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参考資料２　「設備関係規定」に関する法適合確認チェックリスト（例）
Ⅳ

．
建

築
基

準
法

第
３

３
条

設
備

関
係

規
定

及
び

 
該

当
建

築
設

備
図

書
の

種
類

明
示

す
べ

き
事

項
記

入
欄 1

記
入

欄 2
記

入
欄 3

法
第
33
条
の
規
定
が
適
用

さ
れ
る
避
雷
設
備

付
近
見
取
図

建
築
物
の
周
囲
の
状
況

2
面
以
上
の
立
面

図
建
築
物
の
高
さ
が
20
m
を
超
え
る
部
分

雷
撃
か
ら
保
護
さ
れ
る
範
囲

受
雷
部
シ
ス
テ
ム
の
配
置

小
屋
伏
図

受
雷
部
シ
ス
テ
ム
の
配
置

避
雷
設
備
の
構
造

詳
細
図

雨
水
等
に
よ
り
腐
食
の
お
そ
れ
の
あ
る
避
雷
設
備

の
部
分

日
本
工
業
規
格
Ａ
42
01
―
19
92
又
は
日
本
工
業

規
格
Ａ
42
01
―
20
03
の
別

受
雷
部
シ
ス
テ
ム
及
び
引
下
げ
導
線
の
位
置
及
び

構
造

接
地
極
の
位
置
及
び
構
造

避
雷
設
備
の
使
用

材
料
表

腐
食
し
に
く
い
材
料
を
用
い
、
又
は
有
効
な
腐
食

防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
避
雷
設
備
の
部
分

Ⅴ
．

建
築

基
準

法
第

３
４

条
設

備
関

係
規

定
及

び
 

該
当

建
築

設
備

図
書

の
種

類
明

示
す

べ
き

事
項

記
入

欄 1
記

入
欄 2

記
入

欄 3

法
第
34
条
第
1
項
の
規
定

が
適
用
さ
れ
る
昇
降
機

各
階
平
面
図

昇
降
機
の
昇
降
路
の
周
壁
及
び
開
口
部
の
位
置

昇
降
機
の
構
造
詳

細
図

昇
降
機
の
昇
降
路
の
周
壁
及
び
開
口
部
の
構
造

法
第
34
条
第
2
項
の
規
定

が
適
用
さ
れ
る
非
常
用
の

昇
降
機

各
階
平
面
図

非
常
用
の
昇
降
機
の
位
置

Ⅵ
．

建
築

基
準

法
第

３
５

条

�（
消
火
栓
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
貯
水
槽
そ
の
他
の
消
火
設
備
、
排
煙
設
備
及

び
非
常
用
の
照
明
装
置
に
係
る
部
分
に
限
る
。）

設
備

関
係

規
定

及
び

 
該

当
建

築
設

備
図

書
の

種
類

明
示

す
べ

き
事

項
記

入
欄 1

記
入

欄 2
記

入
欄 3

法
第
35
条

の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
建

築
設
備

令
第
5
章
第

3
節
の
規
定

が
適
用
さ
れ

る
排
煙
設
備

各
階
平
面
図

排
煙
の
方
法
及
び
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
避
難

上
支
障
の
あ
る
高
さ
ま
で
煙
又
は
ガ
ス
の
降
下
が

生
じ
な
い
建
築
物
の
部
分

令
第
11
6
条
の
2
第
1
項
第
二
号
に
該
当
す
る
窓

そ
の
他
の
開
口
部
の
位
置

防
火
区
画
及
び
令
第
12
6
条
の
2
第
1
項
に
規
定

す
る
防
煙
壁
に
よ
る
区
画
の
位
置

排
煙
口
の
位
置

排
煙
風
道
の
配
置

排
煙
口
に
設
け
る
手
動
開
放
装
置
の
使
用
方
法
を

表
示
す
る
位
置

排
煙
口
の
開
口
面
積
又
は
排
煙
機
の
位
置

法
第
34
条
第
2
項
に
規
定
す
る
建
築
物
又
は
各

構
え
の
床
面
積
が
1,0
00
m
2
を
超
え
る
地
下
街
に

設
け
る
排
煙
設
備
の
制
御
及
び
作
動
状
態
の
監
視

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
中
央
管
理
室
の
位
置

予
備
電
源
の
位
置

不
燃
性
ガ
ス
消
火
設
備
又
は
粉
末
消
火
設
備
の
位

置 給
気
口
を
設
け
た
付
室
（
以
下
「
給
気
室
」
と
い

う
。）
及
び
直
通
階
段
の
位
置

給
気
口
か
ら
給
気
室
に
通
ず
る
建
築
物
の
部
分
に

設
け
る
開
口
部
（
排
煙
口
を
除
く
。）
に
設
け
る

戸
の
構
造

床
面
積
求
積
図

防
火
区
画
及
び
令
第
12
6
条
の
2
第
1
項
に
規
定

す
る
防
煙
壁
に
よ
る
区
画
の
面
積
の
求
積
に
必
要

な
建
築
物
の
各
部
分
の
寸
法
及
び
算
式

2
面
以
上
の
断
面

図
排
煙
口
に
設
け
る
手
動
開
放
装
置
の
位
置

排
煙
口
及
び
当
該
排
煙
口
に
係
る
防
煙
区
画
部
分

に
設
け
ら
れ
た
防
煙
壁
の
位
置

給
気
口
の
位
置

給
気
口
の
開
口
面
積
及
び
給
気
室
の
開
口
部
の
開

口
面
積
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「
設
備
関
係
規
定
」
に
関
す
る
法

適
合
確
認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト（
例
）

参考資料２

設
備

関
係

規
定

及
び

 
該

当
建

築
設

備
図

書
の

種
類

明
示

す
べ

き
事

項
記

入
欄 1

記
入

欄 2
記

入
欄 3

（
前
に
続
く
）
（
前
に
続
く
）
使
用
建
築
材
料
表
建
築
物
の
壁
及
び
天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分
の

仕
上
げ
に
用
い
る
建
築
材
料
の
種
別

排
煙
設
備
の
構
造

詳
細
図

排
煙
口
の
構
造

排
煙
口
に
設
け
る
手
動
開
放
装
置
の
使
用
方
法

排
煙
風
道
の
構
造

排
煙
設
備
の
電
気
配
線
に
用
い
る
配
線
の
種
別

給
気
室
の
構
造

排
煙
機
の
空
気
を

排
出
す
る
能
力
を

算
出
し
た
際
の
計

算
書

排
煙
機
の
空
気
を
排
出
す
る
能
力
及
び
そ
の
算
出

方
法

排
煙
設
備
の
使
用

材
料
表

排
煙
設
備
の
給
気
口
の
風
道
に
用
い
る
材
料
の
種

別

令
第
5
章
第

4
節
の
規
定

が
適
用
さ
れ

る
非
常
用
の

照
明
装
置

各
階
平
面
図

照
明
器
具
の
配
置

非
常
用
の
照
明
装
置
に
よ
つ
て
、
床
面
に
お
い
て

1l
x
以
上
の
照
度
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
範

囲 予
備
電
源
の
位
置

非
常
用
の
照
明
装

置
の
構
造
詳
細
図
照
明
器
具
の
構
造

Ⅶ
－

１
．

建
築

基
準

法
第

３
６

条

�（
消
火
設
備
、
避
雷
設
備
及
び
給
水
、
排
水
そ
の
他
の
配
管
設
備
の
設
置
及
び

構
造
並
び
に
煙
突
の
構
造
関
係
）

設
備

関
係

規
定

及
び

 
該

当
建

築
設

備
図

書
の

種
類

明
示

す
べ

き
事

項
記

入
欄 1

記
入

欄 2
記

入
欄 3

法
第
36
条

の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
建

築
設
備

令
第
12
9
条

の
2
の
5
の

規
定
が
適
用

さ
れ
る
配
管

設
備

配
置
図

建
築
物
の
外
部
の
給
水
タ
ン
ク
等
の
位
置

配
管
設
備
の
種
別
及
び
配
置

給
水
タ
ン
ク
及
び
貯
水
タ
ン
ク
（
以
下
「
給
水
タ

ン
ク
等
」と
い
う
。）
並
び
に
く
み
取
便
所
の
便
槽
、

浄
化
槽
、
排
水
管
（
給
水
タ
ン
ク
等
の
水
抜
管
又

は
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
管
に
接
続
す
る
管
を
除

く
。）
、
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
そ
の
他
衛
生
上
有
害
な

物
の
貯
留
槽
又
は
処
理
に
供
す
る
施
設
ま
で
の
水

平
距
離
（
給
水
タ
ン
ク
等
の
底
が
地
盤
面
下
に
あ

る
場
合
に
限
る
。）

各
階
平
面
図

配
管
設
備
の
種
別
及
び
配
置

給
水
管
、
配
電
管
そ
の
他
の
管
が
防
火
区
画
等
を

貫
通
す
る
部
分
の
位
置
及
び
構
造

給
水
タ
ン
ク
等
の
位
置
及
び
構
造

建
築
物
の
内
部
、
屋
上
又
は
最
下
階
の
床
下
に
設

け
る
給
水
タ
ン
ク
等
の
周
辺
の
状
況

ガ
ス
栓
及
び
ガ
ス
漏
れ
警
報
設
備
の
位
置

2
面
以
上
の
断
面

図
給
水
管
、
配
電
管
そ
の
他
の
管
が
防
火
区
画
等
を

貫
通
す
る
部
分
の
構
造

給
水
タ
ン
ク
等
の
位
置
及
び
構
造

建
築
物
の
内
部
、
屋
上
又
は
最
下
階
の
床
下
に
設

け
る
給
水
タ
ン
ク
等
の
周
辺
の
状
況

ガ
ス
栓
及
び
ガ
ス
漏
れ
警
報
設
備
の
位
置

配
管
設
備
の
構
造

詳
細
図

配
管
設
備
の
構
造

腐
食
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
及
び
当
該
部
分
の

材
料
に
応
じ
腐
食
防
止
の
た
め
に
講
じ
た
措
置

圧
力
タ
ン
ク
及
び
給
湯
設
備
の
安
全
装
置
の
構
造

水
槽
、
流
し
そ
の
他
水
を
入
れ
、
又
は
受
け
る
設

備
に
給
水
す
る
飲
料
水
の
配
管
設
備
の
水
栓
の
開

口
部
の
構
造

給
水
管
の
凍
結
に
よ
る
破
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
部

分
及
び
当
該
部
分
に
講
じ
た
防
凍
の
た
め
の
措
置

金
属
製
の
給
水
タ
ン
ク
及
び
貯
水
タ
ン
ク
に
講
じ

た
さ
び
止
め
の
た
め
の
措
置
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参考資料２　「設備関係規定」に関する法適合確認チェックリスト（例）
設

備
関

係
規

定
及

び
 

該
当

建
築

設
備

図
書

の
種

類
明

示
す

べ
き

事
項

記
入

欄 1
記

入
欄 2

記
入

欄 3

（
前
に
続
く
）
（
前
に
続
く
）
（
前
に
続
く
）

排
水
の
た
め
の
配
管
設
備
の
容
量
及
び
そ
の
算
定

方
法
並
び
に
傾
斜

配
管
設
備
に
講
じ
た
排
水
ト
ラ
ッ
プ
、
通
気
管
等

の
設
置
等
の
措
置

配
管
設
備
の
覆
い
の
有
無

飲
料
水
の
配
管
設
備
に
設
け
る
活
性
炭
等
の
濾
材

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
内
蔵
し
た
装
置
の

位
置
及
び
構
造

給
水
管
に
講
じ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ン
マ
ー
防
止
の

た
め
の
措
置

給
水
タ
ン
ク
等
に
設
け
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
位
置
及

び
構
造

給
水
タ
ン
ク
等
（
圧
力
タ
ン
ク
を
除
く
。）
に
設

け
る
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
管
の
位
置
及
び
構
造

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
管
か
ら
水
が
逆
流
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
所
に
設
置
す
る
給
水
タ
ン
ク
等
の
場
合

は
、
浸
水
を
容
易
に
覚
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
講
じ
た
措
置

給
水
タ
ン
ク
等
（
圧
力
タ
ン
ク
を
除
く
。）
に
設

け
る
通
気
の
た
め
の
装
置
の
位
置
及
び
構
造
又
は

給
水
タ
ン
ク
等
（
圧
力
タ
ン
ク
を
除
く
。）
の
容

量 排
水
槽
（
排
水
を
一
時
的
に
滞
留
さ
せ
る
た
め
の

槽
を
い
う
。）
の
構
造

排
水
ト
ラ
ッ
プ
及
び
阻
集
器
の
位
置
及
び
構
造

ガ
ス
栓
及
び
ガ
ス
漏
れ
警
報
設
備
の
構
造

配
管
設
備
の
系
統

図
配
管
設
備
の
種
類
、
配
置
及
び
構
造

配
管
設
備
の
末
端
の
連
結
先

給
水
管
、
配
電
管
そ
の
他
の
管
が
防
火
区
画
等
を

貫
通
す
る
部
分
の
位
置

給
水
管
の
止
水
弁
の
位
置

排
水
ト
ラ
ッ
プ
、
阻
集
器
及
び
通
気
管
の
位
置

配
管
設
備
の
使
用

材
料
表

配
管
設
備
に
用
い
る
材
料
の
種
別

風
道
の
構
造
詳
細

図
風
道
の
構
造

防
火
設
備
及
び
特
定
防
火
設
備
の
位
置

設
備

関
係

規
定

及
び

 
該

当
建

築
設

備
図

書
の

種
類

明
示

す
べ

き
事

項
記

入
欄 1

記
入

欄 2
記

入
欄 3

（
前
に
続
く
）
令
第
12
9
条

の
2
の
6
の

規
定
が
適
用

さ
れ
る
換
気

設
備

各
階
平
面
図

給
気
口
又
は
給
気
機
の
位
置

排
気
口
若
し
く
は
排
気
機
又
は
排
気
筒
の
位
置

2
面
以
上
の
断
面

図
給
気
口
又
は
給
気
機
の
位
置

排
気
口
若
し
く
は
排
気
機
又
は
排
気
筒
の
位
置

換
気
設
備
の
構
造

詳
細
図

排
気
筒
の
立
上
り
部
分
及
び
頂
部
の
構
造

給
気
機
の
外
気
取
り
入
れ
口
、
給
気
口
及
び
排
気

口
並
び
に
排
気
筒
の
頂
部
に
設
け
る
雨
水
又
は
ね

ず
み
、
虫
、
ほ
こ
り
そ
の
他
衛
生
上
有
害
な
も
の

を
防
ぐ
た
め
の
設
備
の
構
造

直
接
外
気
に
開
放
さ
れ
た
給
気
口
又
は
排
気
口
に

設
け
る
換
気
扇
の
構
造

中
央
管
理
方
式
の
空
気
調
和
設
備
の
空
気
浄
化
装

置
に
設
け
る
濾
過
材
、
フ
ィ
ル
タ
ー
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
も
の
の
構
造

中
央
管
理
方
式
の

空
気
調
和
設
備
の

給
気
機
又
は
排
気

機
の
給
気
又
は
排

気
能
力
を
算
出
し

た
際
の
計
算
書

中
央
管
理
方
式
の
空
気
調
和
設
備
の
給
気
機
又
は

排
気
機
の
給
気
又
は
排
気
能
力
及
び
そ
の
算
出
方

法 換
気
経
路
の
全
圧
力
損
失
（
直
管
部
損
失
、
局
部

損
失
、
諸
機
器
そ
の
他
に
お
け
る
圧
力
損
失
の
合

計
を
い
う
。）
及
び
そ
の
算
出
方
法

換
気
設
備
の
使
用

材
料
表

風
道
に
用
い
る
材
料
の
種
別

令
第
12
9
条

の
2
の
7
の

規
定
が
適
用

さ
れ
る
冷
却

塔
設
備

各
階
平
面
図

冷
却
塔
設
備
か
ら
建
築
物
の
他
の
部
分
ま
で
の
距

離

2
面
以
上
の
断
面

図
冷
却
塔
設
備
か
ら
建
築
物
の
他
の
部
分
ま
で
の
距

離

冷
却
塔
設
備
の
仕

様
書

冷
却
塔
設
備
の
容
量

冷
却
塔
設
備
の
使

用
材
料
表

冷
却
塔
設
備
の
主
要
な
部
分
に
用
い
る
材
料
の
種

別
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「
設
備
関
係
規
定
」
に
関
す
る
法

適
合
確
認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト（
例
）

参考資料２

Ⅶ
－

２
．

建
築

基
準

法
第

３
６

条
（
昇
降
機
の
構
造
関
係
）

設
備

関
係

規
定

及
び

 
該

当
建

築
設

備
図

書
の

種
類

明
示

す
べ

き
事

項
記

入
欄 1

記
入

欄 2
記

入
欄 3

法
第
36
条

の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
建

築
設
備

令
第
12
9
条

の
3
第
1
項

第
一
号
及
び

第
2
項
第
一

号
並
び
に
第

12
9
条
の
4

か
ら
第
12
9

条
の
11
ま

で
の
規
定
が

適
用
さ
れ
る

エ
レ
ベ
ー
タ

ー

各
階
平
面
図

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機
械
室
に
設
け
る
換
気
上
有
効

な
開
口
部
又
は
換
気
設
備
の
位
置

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機
械
室
の
出
入
口
の
構
造

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機
械
室
に
通
ず
る
階
段
の
構
造

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
昇
降
路
の
壁
又
は
囲
い
の
全
部
又

は
一
部
を
有
さ
な
い
部
分
の
構
造

床
面
積
求
積
図

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機
械
室
の
床
面
積
及
び
昇
降
路

の
水
平
投
影
面
積
の
求
積
に
必
要
な
建
築
物
の
各

部
分
の
寸
法
及
び
算
式

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

仕
様
書

乗
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
寝
台
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
用

途
及
び
積
載
量
並
び
に
最
大
定
員

昇
降
行
程

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
か
ご
の
定
格
速
度

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

構
造
詳
細
図

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
か
ご
の
構
造

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
か
ご
及
び
昇
降
路
の
壁
又
は
囲

い
及
び
出
入
口
の
戸
の
位
置
及
び
構
造

非
常
の
場
合
に
お
い
て
か
ご
内
の
人
を
安
全
に
か

ご
外
に
救
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
開
口
部
の
位
置

及
び
構
造

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
駆
動
装
置
及
び
制
御
器
の
位
置

及
び
取
付
方
法

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
制
御
器
の
構
造

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
安
全
装
置
の
位
置
及
び
構
造

乗
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
寝
台
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
用

途
及
び
積
載
量
並
び
に
最
大
定
員
を
明
示
し
た
標

識
の
意
匠
及
び
当
該
標
識
を
掲
示
す
る
位
置

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

か
ご
、
昇
降
路
及

び
機
械
室
の
断
面

図

乗
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
寝
台
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
出
入
口
の
床
先
と
か

ご
の
床
先
と
の
水
平
距
離
及
び
か
ご
の
床
先
と
昇

降
路
の
壁
と
の
水
平
距
離

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
昇
降
路
内
の
突
出
物
の
種
別
、

位
置
及
び
構
造

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機
械
室
の
床
面
か
ら
天
井
又
は

は
り
の
下
端
ま
で
の
垂
直
距
離

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機
械
室
に
通
ず
る
階
段
の
構
造

設
備

関
係

規
定

及
び

 
該

当
建

築
設

備
図

書
の

種
類

明
示

す
べ

き
事

項
記

入
欄 1

記
入

欄 2
記

入
欄 3

（
前
に
続
く
）
（
前
に
続
く
）
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
強

度
検
証
法
に
よ
り

検
証
し
た
際
の
計

算
書

固
定
荷
重
及
び
積
載
荷
重
に
よ
つ
て
主
要
な
支
持

部
分
等
に
生
ず
る
力

主
要
な
支
持
部
分
等
の
断
面
に
生
ず
る
常
時
及
び

安
全
装
置
作
動
時
の
各
応
力
度

主
要
な
支
持
部
分
等
の
材
料
の
破
壊
強
度
を
安
全

率
で
除
し
て
求
め
た
許
容
応
力
度

独
立
し
て
か
ご
を
支
え
、
又
は
吊
る
こ
と
が
で
き

る
部
分
の
材
料
の
破
断
強
度
を
限
界
安
全
率
で
除

し
て
求
め
た
限
界
の
許
容
応
力
度

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

荷
重
を
算
出
し
た

際
の
計
算
書

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
各
部
の
固
定
荷
重

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
か
ご
の
積
載
荷
重
及
び
そ
の
算

出
方
法

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
か
ご
の
床
面
積

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

使
用
材
料
表

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
か
ご
及
び
昇
降
路
の
壁
又
は
囲

い
及
び
出
入
口
の
戸
（
構
造
上
軽
微
な
部
分
を
除

く
。）
に
用
い
る
材
料
の
種
別

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機
械
室
の
出
入
口
に
用
い
る
材

料

令
第
12
9
条

の
3
第
1
項

第
二
号
及
び

第
2
項
第
二

号
並
び
に
第

12
9
条
の
12

の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
エ

ス
カ
レ
ー
タ

ー

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

の
仕
様
書

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
勾
配
及
び
揚
程

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
踏
段
の
定
格
速
度

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

の
構
造
詳
細
図

通
常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
人
又
は
物
が
挟
ま

れ
、
又
は
障
害
物
に
衝
突
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
措
置

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
制
動
装
置
の
構
造

昇
降
口
に
お
い
て
踏
段
の
昇
降
を
停
止
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
装
置
の
構
造

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
踏
段
の
構
造

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

の
断
面
図

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
踏
段
の
両
側
に
設
け
る
手
す

り
の
構
造

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
踏
段
の
幅
及
び
踏
段
の
端
か

ら
当
該
踏
段
の
端
の
側
に
あ
る
手
す
り
の
上
端
部

及
び
中
心
ま
で
の
水
平
距
離

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

強
度
検
証
法
に
よ

り
検
証
し
た
際
の

計
算
書

固
定
荷
重
及
び
積
載
荷
重
に
よ
つ
て
主
要
な
支
持

部
分
等
に
生
ず
る
力

主
要
な
支
持
部
分
等
の
断
面
に
生
ず
る
常
時
及
び

安
全
装
置
作
動
時
の
各
応
力
度
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参考資料２　「設備関係規定」に関する法適合確認チェックリスト（例）
設

備
関

係
規

定
及

び
 

該
当

建
築

設
備

図
書

の
種

類
明

示
す

べ
き

事
項

記
入

欄 1
記

入
欄 2

記
入

欄 3

（
前
に
続
く
）
（
前
に
続
く
）
（
前
に
続
く
）

主
要
な
支
持
部
分
等
の
材
料
の
破
壊
強
度
を
安
全

率
で
除
し
て
求
め
た
許
容
応
力
度

独
立
し
て
踏
段
を
支
え
、
又
は
吊
る
こ
と
が
で
き

る
部
分
の
材
料
の
破
断
強
度
を
限
界
安
全
率
で
除

し
て
求
め
た
限
界
の
許
容
応
力
度

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

の
荷
重
を
算
出
し

た
際
の
計
算
書

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
各
部
の
固
定
荷
重

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
踏
段
の
積
載
荷
重
及
び
そ
の

算
出
方
法

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
踏
段
面
の
水
平
投
影
面
積

令
第
12
9
条

の
3
第
1
項

第
三
号
及
び

第
2
項
第
三

号
並
び
に
第

12
9
条
の
13

の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
小

荷
物
専
用
昇

降
機

各
階
平
面
図

小
荷
物
専
用
昇
降
機
の
昇
降
路
の
壁
又
は
囲
い
及

び
出
し
入
れ
口
の
戸
の
位
置

小
荷
物
専
用
昇
降

機
の
構
造
詳
細
図
小
荷
物
専
用
昇
降
機
の
昇
降
路
の
壁
又
は
囲
い
及

び
出
し
入
れ
口
の
戸
の
構
造

小
荷
物
専
用
昇
降
機
の
安
全
装
置
の
位
置
及
び
構

造 か
ご
の
構
造

小
荷
物
専
用
昇
降

機
の
使
用
材
料
表
小
荷
物
専
用
昇
降
機
の
昇
降
路
の
壁
又
は
囲
い
及

び
出
し
入
れ
口
の
戸
に
用
い
る
材
料
の
種
別

Ⅶ
－

３
．

建
築

基
準

法
第

３
６

条
（
昇
降
機
の
構
造
（
非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

関
係
））

設
備

関
係

規
定

及
び

 
該

当
建

築
設

備
図

書
の

種
類

明
示

す
べ

き
事

項
記

入
欄 1

記
入

欄 2
記

入
欄 3

法
第
36
条

の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
建

築
設
備

令
第
12
9
条

の
13
の
2

及
び
第
12
9

条
の
13
の

3
の
規
定
が

適
用
さ
れ
る

非
常
用
エ
レ

ベ
ー
タ
ー

各
階
平
面
図

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
配
置

高
さ
31
m
を
超
え
る
建
築
物
の
部
分
の
階
の
用

途 非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
降
ロ
ビ
ー
の
位
置

バ
ル
コ
ニ
ー
又
は
外
気
に
向
か
つ
て
開
く
こ
と
が

で
き
る
窓
若
し
く
は
排
煙
設
備
の
位
置

非
常
用
の
乗
降
ロ
ビ
ー
の
出
入
口
（
特
別
避
難
階

段
の
階
段
室
に
通
ず
る
出
入
口
及
び
昇
降
路
の
出

入
口
を
除
く
。）
に
設
け
る
特
定
防
火
設
備

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
降
ロ
ビ
ー
の
床
及
び

壁
（
窓
若
し
く
は
排
煙
設
備
又
は
出
入
口
を
除

く
。）
の
構
造

予
備
電
源
を
有
す
る
照
明
設
備
の
位
置

屋
内
消
火
栓
、
連
結
送
水
管
の
放
水
口
、
非
常
コ

ン
セ
ン
ト
設
備
等
の
消
火
設
備
を
設
置
で
き
る
非

常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
降
ロ
ビ
ー
の
部
分

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
積
載
量
及
び
最
大
定
員

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
あ
る
旨
、
避
難
階
に
お

け
る
避
難
経
路
そ
の
他
避
難
上
必
要
な
事
項
を
明

示
し
た
標
識
を
掲
示
す
る
位
置

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
非
常
の
用
に
供
し
て
い

る
場
合
に
お
い
て
そ
の
旨
を
明
示
す
る
こ
と
が
で

き
る
表
示
灯
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
位
置

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
昇
降
路
の
床
及
び
壁

（
乗
降
ロ
ビ
ー
に
通
ず
る
出
入
口
及
び
機
械
室
に

通
ず
る
鋼
索
、
電
線
そ
の
他
の
も
の
の
周
囲
を
除

く
。）
の
構
造

避
難
階
に
お
け
る
非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
昇
降

路
の
出
入
口
又
は
令
第
12
9
条
の
13
の
3
第
3

項
に
規
定
す
る
構
造
の
乗
降
ロ
ビ
ー
の
出
入
口
か

ら
屋
外
へ
の
出
口
（
道
又
は
道
に
通
ず
る
幅
員

4m
以
上
の
通
路
、
空
地
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
に
接
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。）
の
位
置
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「
設
備
関
係
規
定
」
に
関
す
る
法

適
合
確
認
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト（
例
）

参考資料２

設
備

関
係

規
定

及
び

 
該

当
建

築
設

備
図

書
の

種
類

明
示

す
べ

き
事

項
記

入
欄 1

記
入

欄 2
記

入
欄 3

（
前
に
続
く
）
（
前
に
続
く
）
（
前
に
続
く
）

避
難
階
に
お
け
る
非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
昇
降

路
の
出
入
口
又
は
令
第
12
9
条
の
13
の
3
第
3

項
に
規
定
す
る
構
造
の
乗
降
ロ
ビ
ー
の
出
入
口
か

ら
屋
外
へ
の
出
口
（
道
又
は
道
に
通
ず
る
幅
員

4m
以
上
の
通
路
、
空
地
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
に
接
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。）
の
一
に

至
る
歩
行
距
離

床
面
積
求
積
図

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
降
ロ
ビ
ー
の
床
面
積

の
求
積
に
必
要
な
建
築
物
の
各
部
分
の
寸
法
及
び

算
式

2
面
以
上
の
断
面

図
建
築
物
の
高
さ
が
31
m
と
な
る
位
置

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

仕
様
書

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
か
ご
の
積
載
量

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

構
造
詳
細
図

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
か
ご
及
び
そ
の
出
入
口

の
寸
法

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
か
ご
を
呼
び
戻
す
装
置

の
位
置

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
か
ご
内
と
中
央
管
理
室

と
を
連
絡
す
る
電
話
装
置
の
位
置

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
か
ご
の
戸
を
開
い
た
ま

ま
か
ご
を
昇
降
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
及
び

予
備
電
源
の
位
置

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
予
備
電
源
の
位
置

排
煙
設
備
の
構
造

詳
細
図

令
第
12
9
条
の
13
の
3
第
3
項
第
二
号
に
規
定

す
る
排
煙
設
備
の
構
造
方
法

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

使
用
材
料
表

非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
降
ロ
ビ
ー
の
室
内
に

面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
及
び
下
地
に
用
い
る
材
料

の
種
別



平成21年度
改正建築士法　講習会

設備設計一級建築士が行う
法適合確認　講習会テキスト

【設備編】

平成21年4月24日発行
監修　国土交通省住宅局　建築指導課
編集　財団法人建築技術教育普及センター
発行　一般社団法人　新・建築士制度普及協会

〒162-0825 東京都新宿区神楽坂一丁目15番地
	 神楽坂１丁目ビル６階
	 TEL：03-3513-7889（代表）
	 http://www.icas.or.jp/

Printed in Japan
※本書の一部又は全部を無断で複写、複製、転載あるいは電子媒体等に入力することを禁じます。



設備設計一級建築士が行う

法適合確認　講習会テキスト
【設備編】

監修　国土交通省　住宅局建築指導課
発行　一般社団法人　新・建築士制度普及協会

一般社団法人 新・建築士制度普及協会について
一般社団法人　新・建築士制度普及協会は、新しい建築士制度の普及等を目的
として、平成21年1月に設立された法人です。
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（社）日本建築士事務所協会連合会	 （社）日本建築構造技術者協会	 （財）建築技術教育普及センター
（社）日本建築家協会	 （社）建築設備技術者協会	 （財）建築行政情報センター
（財）日本建築防災協会
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